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滋賀県、守山市、淡海を守る釣り人の会とセブ
ン-イレブン記念財団の4者間で琵琶湖を取り巻
く環境を健全な姿で引き継ぐための10年間の連
携協定を締結しました。清掃活動や湖水の水質
浄化に向けた葦の植え付けとシジミの放流など、
森と湖の2つの視点から地域の方々と一緒に葦
場再生に取り組みます。11月30日の第1回の活
動では、セブン-イレブン加盟店
43名、本部社員92名、計135名、
滋賀県6名、守山市5名、淡海を守
る釣り人の会147名などを合わ
せ総合計350名で、滋賀県守山
市今浜町から幸津川町までの湖
辺域の清掃活動を実施しました。

九重ふるさと自然学校は、「くじゅうの自然保護・
保全を柱に、各種の環境学習プログラムや自然
共生型田んぼづくりの実践などを行い、自然保護

や環境保全の普及啓
発に貢献している」
として、2019年6月
3日に大分県より「お
おいたうつくし作戦
功労者感謝状」をい
ただきました。

募金へのご協力ありがとうございます。募金は地域の環境活動に役立てられています。
 2019年度　第26期　4億7129万3805円　 　店舗数 20,955店

 2020年2月末日現在

1994年度第1期から第26期までの募金総額 　79億3585万2211円

2019年度 のトピックス
産官学民連携の琵琶湖の 
湖保全活動スタート

令和元年度おおいた 
うつくし作戦功労者表彰

募金 額 の ご 報 告

テトラポット内も清掃350名のボランティアが活動

感謝状 記念の楯（大分県産材杉を使用）

看板の除幕式




